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○

○

 

○
前

期

中

間

・研究班の専攻実習を行いま

す。

　①「地域資源研究班」

　②「森林環境研究班」

　

　

・農業クラブ活動として、各テー

マの区分(食料・生産　環境　文

化・生活)における自分の意見

を文章にまとめて、発表します。

・授業ノート

・実習態度

・意見発表文

a：動植物の生育特性に関する知識

を身につけるとともに、それらの生

物を環境保全に有効に活用する知

識を身につけている。

ｂ：自然環境の保全に関する思考を

深め、生物の生育過程や実験結果

から分析できる判断力があり、地域

社会にその成果を表現することが

できる。

c：植物・環境・森林に関する各分野

に興味関心を持ち、地域の課題を

解決しようとする態度が身について

いる。

○専攻班学習

○意見発表作文

○校内意見発表会

評価の観点の趣旨 学期 重み付け

30

0

30

30

評価の観点
学期 単元の評価規準

単　元　名

（ 題 材 ）
評価方法

学 習 内 容

（小単元）

前 期 末

後期中間

後 期 末

前期中間

ｄ
主体的に取り組む態度

（意欲）

農業各分野の将来のスペシャリストに必要な問題解決の能

力や自己教育力などの育成するために、農業と環境に関する

基礎的な知識とプレゼンテーションなどの技術を身につける

とともに、環境保全・創造の重要性を理解している。

農業各分野の将来のスペシャリストに必要な問題解決の能

力や自己教育力などを育成するために、農業と環境に関する

諸課題の解決を目指して思考を深め、基礎的な知識と技術

を基に、課題を適切に判断することができる。

農業各分野の将来のスペシャリストに必要な問題解決の能

力や自己教育力などの育成するために、農業と環境につい

て興味・関心を持ち、課題の探求に意欲的に取り組むととも

に、その課題を科学的に捉えて解決しようとする態度を身に

つけている。

思考・判断・表現

知識・技能ａ

ｂ

科目番号

令和5年度 年間指導計画 Ｅ環境5

Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 農業 科　目

学

習

方

法

○学校農業クラブ活動を通して、問題解決能力や自発的、創造的な学習態度を身に付けます。

○自分の意見を整理し、分かりやすく説得力を持って人に知らせる力の向上を図ります。

教科書 副教材

２学年・Ｅ科

○学校農業クラブ活動や資格取得の学習をとおして、学習意欲や進路意識、自ら学ぼうとする力を身に付けます。

学

習

目

標

2 学年・学科総合実習 単位数

40

40

40

40

40

40

30

30

学

　

習

　

評

　

価
30

30

30

3030

前 期 末

後期中間

前期中間 30

30

40

30

30

30

30

前 期 末

後期中間

後 期 末

考 査 考査以外
割 合

40

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

後 期 末

評 価 の 観 点

前期中間
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○
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○

 

○
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○

 

○

○

○

 

○

○

○専攻班学習

○農業鑑定競技

○インターンシップ

○盛農祭への取り組み

○専攻班学習

○学科ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ発表会

○校内ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ発表会

○１年間の活動のまとめ

・授業ノート

・実習態度

・発表会の取組

・研究班の専攻実習を行いま

す。

　①「地域資源研究班」

　②「地域環境研究班」

　

・学科・校内プロジェクト発表会

に参加し、各研究班の学習内容

について理解を深めます。

・各自の専攻班での学習につい

てまとめ、次年度の目標と計画

を立案します。

ａ：環境保全に関する基礎的な知識

を身につけ、森林や河川、農村・都

市などの環境を良好な状態に修

復・再生し、保全する方法を理解し

ている

ｂ：環境保全に関する諸課題の解決

を目指して思考を深め、その過程や

結果を学科発表会で適切に表現

できる。

ｃ：国内外や身近な環境の状況に

興味を持ち、生態系に関する地球

規模での課題に関心が高い。また、

地球環境を保全する機能について

探究しようとしている。

後

期

末

前

期

末

・授業ノート

・農業鑑定競技

・実習態度

後

期

中

間

・インターンシップ先の企業につ

いて理解を深め、事前準備、ま

とめ、報告をします。

・文化祭展示として、その年に自

分たちが取り組んだ研究につい

てまとめ、一般公開します。

・授業ノート

・小テスト

・実習態度

・盛農祭

a：動植物に関する基礎的な知識を

身につけ、環境保全や地域産業振

興に役立たせる知識を身につけて

いる。

ｂ：インターンシップの成果を適確に

判断し、盛農祭で分かりやすく表現

できる。。

c：地域産業の環境問題等の課題

に興味関心を持つことができる。

a：動植物に関するの基礎的な知識

を身につけ、環境保全や地域産業

振興に役立たせる知識を身につけ

ている。

ｂ：生育調査を通じて動植物に関す

る思考を深め、環境要因の影響に

よる生育過程を調査し、その結果を

表現できる。

c：各自のテーマに関する動植物や

環境問題･地域産業の課題に興味

関心を持つことができる。

・３研究班の専攻実習を行いま

す。

　①「植物バイテク研究班」

　②「環境バイオ研究班」

　③「森とみどりの研究班」

・農業鑑定競技を通して、農業

についての知識を学びます。

岩手県立盛岡農業高等学校


